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デル NICAM (Nonhydrostatic ICosahedral Atmospheric Model) を開発してきた。
NICAM は超並列計算機対応で開発されており、筑波大学の超並列計算機 COMA


















Glevel=5 (224km)からGlevel=10 (7km)までの解像度モデル 
＜使用データ＞ 










度が鉛直方向に延びて 250 hPa まで一様に存在することが確かめられる。低気






































束があり、低気圧中心に上昇流が存在し、高度 10000 m で上空からの下降流と
合流して発散場となり、上昇流は頭打ちとなって下降流に転じている。鉛直循





























図３ 北極低気圧の鉛直循環の変化。左は 2016年 8月 1日、右は 8月
5日の循環で、温帯低気圧が北極低気圧化する際の変化を示す。 
